
   

 

令 和 ４ 年 1 1 月 3 0 日 

水管理・国土保全局河川環境課 

 

令和４年度出水期は全国のべ１６２ダムで事前放流を実施！ 

～洪水に備え、既存ダムを活用し容量を確保～ 

 

○ 令和２年度以降、全国のダムで事前放流の実施体制を整えて洪水に備えています。 

○ 今般、令和４年度の出水期における事前放流の実施状況をまとめましたので、お

知らせします。 

 

＜令和 4年度出水期における事前放流の実施状況（概要）＞ 

 令和４年度 （参考）令和３年度 

治水等多目的ダム ７６ダム ６６ ダム 

利水ダム  ８６ダム ５６ ダム 

合計 １６２ ダム １２２ ダム 

 

【別紙資料】・令和4年度出水期における事前放流の実施状況（総括） 
・事前放流の実施状況と利水ダム等による効果（球磨川水系、大淀川水系、小瀬川水系） 

 
（参考）関連資料及び用語解説は、下記のホームページをご覧ください。 

 
○既存ダムの洪水調節機能強化に向けた検討会議 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kisondam_kouzuichousetsu/ 
 
○既存ダムの洪水調節機能強化に向けた基本方針 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kisondam_kouzuichousetsu/pdf/kihon_hoshin.pdf 
 

 

 

【問い合わせ先】 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 流水管理室 

企画専門官   田中里佳（内線：35472） 

水利･流水企画係長 本田真章（内線：35483） 

代表：03(5253)8111 直通：03(5253)8449 FAX：03(5253)1603 

令和４年度の出水期は、台風第 14 号で過去最多となる 129 ダムをはじめ、全国ののべ 162 ダ

ムでの事前放流の実施により、約 5.5 億 m3の容量を確保し台風等の洪水に備えました。 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kisondam_kouzuichousetsu/
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kisondam_kouzuichousetsu/pdf/kihon_hoshin.pdf


令和４年度出水期における事前放流の実施状況（総括）

○ 令和4年度の出水期においては、全国ののべ162ダムで事前放流を実施したことにより約5.5億m3の
容量を確保し、洪水に備えた。（令和4年6月26日～令和4年9月22日）

○ そのうち、利水ダムではのべ86ダムで事前放流を実施したことにより約2.9億m3の容量を確保。

＜令和4年度に事前放流を実施した143ダム（重複除き）の管理者＞

令和４年度の主な降雨

7月14日から
の大雨

8月3日から
の大雨

台風第11号
（9月5日～）

台風第14号
（9月18日～）

台風第15号
（9月23日～）

その他
合計

（ダム数の括弧書きは
重複除きの数）

治水等
多目的ダム

ダム数 3 3 12 52 1 5 76 （61）

確保容量（万ｍ３） 168 108 6,783 18,026 451 908 26,444 【約2.6億m3】

利水ダム
ダム数 2 4 1 77 0 2 86 （82）

確保容量（万ｍ３） 58 3,721 407 24,648 0 54 28,888 【約2.9億m3】

合計
ダム数 5 7 13 129 1 7 162 （143）

確保容量（万ｍ３） 226 3,829 7,190 42,674 451 962 55,332 【約5.5億m3
※】

※上記ののべ162ダム、約5.5億m3に加え、
全国のべ194ダムですでに事前放流の
容量を確保（約9.7億m3）

利水ダム 82ダム

＜令和4年度に事前放流を実施したダム数と確保容量の内訳＞

12
0

49
63

19

九州電力(株)：20ダム

四国電力(株)：15ダム

中国電力(株)：10ダム

北海道電力(株)：3ダム

東北電力(株)：1ダム

中部電力(株)：1ダム

関西電力(株)：1ダム

県、市町ダム ：9ダム

電源開発（株） ：2ダム

その他:1ダム

水資源機構：3ダム
土地改良区、
県、市町：16ダム

県

発電

農業
国土交通省

水資源機構

治水等多目的ダム 61ダム

11月30日時点
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事前放流実施状況（令和4年台風第14号）

台風第14号（令和4年9月17日～20日）における事前放流等の実施状況

洪水調節を実施した治水等多目的ダム

事前放流を実施した治水等多目的ダム

事前放流を実施した利水ダム

すでに事前放流の容量を確保していた治水等多目的ダム

すでに事前放流の容量を確保していた利水ダム

（129ダム）

（94ダム）

（103ダム）

台風第14号の経路
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2022年 (令和4年) 台風14号№100

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

洪水量 300m3/s

9月17日

ピーク流量を
約1.5時間遅らせる

市房ダム洪水調節グラフ（雨量、貯水位、流入量、放流量）

約2,300万m3の
洪水を貯留

19日4:20頃
最高水位：EL282.98m

19日2:30頃
最大流入量：1,054m3/s

19日4:10
最大放流量：768m3/s19日3:00 緊急放流に移行

異常洪水時防災操作判断水位:280.7m

放流量：563m3/s
19日2:30

緊急放流に移行

9月19日

18日23:00 緊急放流の3h前情報

19日1:00 緊急放流の1h前情報

9月18日

1.0

3.0

5.0

7.0

9/18
24:00

9/19
02:00 04:00 06:00

球磨川水系市房ダムの事前放流及び洪水調節による治水効果（令和4年台風第14号）

○湯山雨量観測所において累加雨量949mmとなり、令和2年7月豪雨（517mm）を上回る降雨量を記録。

○市房ダムでは、通常の洪水調節容量1,830万m3に加え、事前放流により約470万m3の容量を追加確保したため、大雨により緊急放流※に至ったもの

の、人吉地点のピーク水位を上昇させなかった。

○ダムの洪水調節により、ダムからのピーク流量の発生時刻を約1.5時間遅らせ、最大放流量を286m3/s低減することで、下流の多良木水位観測所で

約90cm、人吉水位観測所で約20cmの水位低減効果があったと推定。

市房ダム洪水調節概要図

最高貯水位頃の湖面状況9月19日3：40頃（EL.282.84）

人吉水位 19日3:00
市房ダム緊急放流に移行

洪水到達時間：約２時間

緊急放流

19日2:30 最大で491m3/sの洪水
を調節し下流河川の水位を低下

①
②

④

③

①

②

④

③

19日3:30
人吉水位ピーク

H.W.L

はん濫危険水位

水位（m）

くまがわ いちふさ

ゆやま

ひとよし

たらぎ

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

※ダムが満水に近づいたときに、放流量を流入量に近づけていき流入量と同程度の放流を行う操作のこと。
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364 480
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0

320

19日18日

貯水位
(EL.m)

流量
(m3/s)

400 800

あらしだ

大淀川

位置図

綾北ダム
（宮崎県・多目的）
事前放流（約710万m3）

古賀根橋ダム
（宮崎県・利水）
事前放流（約40万m3）

綾南ダム
（宮崎県・多目的）

事前放流の容量を既に確保
（約460万m3）

ダム位置図

嵐田地点

最大で毎秒216m3の洪水を貯留し
下流河川の水位を低減

計画最大放流量560m3/s

嵐田地点断面図

ダムが無かった場合の水位 6.68ｍ（推定）

氾濫危険水位
5.2ｍ

実際の水位 6.38ｍ

洪水貯留準備水位342.5m

大淀川水系本庄川上流ダムの事前放流及び洪水調節による治水効果（令和4年台風第14号）
おおよどがわ ほんじょうがわ

最大流入量 毎秒約622m3

放流量 毎秒約406m3

最大で毎秒249m3の洪水を貯留し
下流河川の水位を低減

緊急放流実施

計画最大放流量990m3/s

洪水貯留準備水位286.5m

事前放流による水位低下
271.50m

最大流入量 毎秒約1,239m3

流入量

放流量

貯水位

放流量 毎秒約990m3

緊急放流開始

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

流入量

放流量

貯水位

田代八重ダム
（宮崎県・多目的）

事前放流等により約1,210万m3の容量を確保

あやきた

あやみなみ

○綾北ダム雨量観測所において累加雨量912mmとなり、平成17年台風第14号(1,121mm)に匹敵する降雨を観測。

○本庄川上流４ダムでは、通常の洪水調節容量3,340万m3に加え、事前放流等により約1,210万m3の容量を追加確保し、洪水を貯留。

○綾北ダムは緊急放流※に至ったものの、事前放流の実施により、最大放流量を低減し、緊急放流への移行を遅らせたと推定。

○綾南ダムの洪水調節等により、嵐田地点で約30cmの水位を低減したと推定。
※ダムが満水に近づいたときに、放流量を流入量に近づけていき流入量と同程度の放流を行う操作のこと。
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小瀬川水系小瀬川上流ダムの事前放流及び洪水調節の治水効果（令和4年台風第14号）

河川水位【小川津】（20日12:11撮影）

約2.6m

小瀬川水系

地理院地図

○小瀬川流域では、流域平均累加雨量は377mmとなり、平成30年7月豪雨（369mm）に匹敵する降雨を観測。

○小瀬川上流３ダムでは、通常の洪水調節容量6,640万m3に加え、事前放流により約650万m3の容量を追加確保し、洪水を貯留。

○小瀬川ダムは緊急放流※に至ったものの、事前放流の実施により、最大放流量を低減したと推定。

○３ダムの洪水調節等により小川津地点において、水位を約2.6m低減し浸水被害を防止したと推定。

小川津地点

地理院地図

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

小瀬川ダム

毎秒約293m3の洪水
を貯留し下流河川
の水位を低減

毎秒約640m3の洪水を貯留し
下流河川の水位を低減

ダムの放流量を
通常の防災操作
放流量よりも小
さくし、下流河
川の水位を低減

緊急放流実施

渡ノ瀬ダム

毎秒約197m3の洪水
を貯留し下流河川
の水位を低減

おぜがわ

弥栄ダム
最大流入量 毎秒約990m3

放流量 毎秒約350m3

（m3/s）

弥栄ダム
（国）

渡ノ瀬ダム
（中国電力（株））

小瀬川ダム
（広島県・山口県）

事前放流（約590万m3）
事前放流（約60万m3）

事前放流により約650万m3の容量を確保

（m3/s）

（m3/s）

最大流入量 毎秒約306m3

放流量 毎秒約109m3

最大流入量 毎秒約695m3

放流量 毎秒約402m3

（m3/s）

※ダムが満水に近づいたときに、放流量を流入量に近
づけていき流入量と同程度の放流を行う操作のこと。
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